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研究成果 （ 要約：800字 ） 

 

 

オーストラリアのアデレードで開催された International Cancer Proteogenome 

Consortium (ICPC)および Annual Meeting of Human Proteome Organization (HUPO) に参

加してまいりました。 

 

ICPC は世界 13 か国の国際的ながんのプロテオゲノミクスのコンソーシアムです。日本チ

ームは肉腫の解析担当をしており、日本チームの先生方とともに参加してきました。世界

中の国々のメンバーがフラットに話しえる国際会議の雰囲気を肌で感じることができまし

た。何より一番の収穫は台湾、中国、韓国などのアジア諸国で精力的にがんプロテオゲノ

ミクスのプロジェクトが進んでいることを知ることができました。アジア諸国のやってい

ること、データの解析方法など、ICPCを通して多く学ぶことができ、今後の参考になりま

した。 

 

HUPOはタンパク質研究の国際学会です。今回自分は「 Proteogenomic approach focused on 

osteosarcomas with different original sites: Reported by ICPC JAPAN team」という

演題をポスター発表しました。骨肉腫の発生母地がことなることで、治療法や予後が異な

ることをプロテオゲノミクスの視点で解析した研究について報告しました。会場で各諸国

の方とディスカッションができ、今後の課題を得ることができました。これからも精進し、

来年も研究成果を出せるように頑張りたいと思います。 

 

今回、このような貴重な体験ができましたのも、貴財団からの助成をいただいたおかげで

あります。ここに心から感謝の気持ちを込めて、御礼申し上げます。 

 



 

 


